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一
、
単
元
名
「
論
理
を
捉
え
て
」 

教
材
名
「
根
拠
の
適
切
さ
を
考
え
て
書
こ
う 

意
見
文
を
書
く
」 

  

二
、
単
元
お
よ
び
教
材
に
つ
い
て 

本
教
材
は
、
社
会
的
な
課
題
を
取
り
上
げ
、
自
分
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
意
見
文
を
書
く
も
の
で
あ
る
。
伝
え
た
い
事
実

や
事
柄
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
、
読
み
手
に
効
果
的
に
伝
わ
る
こ
と
を
意
図
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

読
み
手
に
自
分
の
意
見
を
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
意
見
を
支
え
る
根
拠
や
そ
の
根
拠
に
基
づ
い
た
解
釈
を
述
べ
、
意

見
と
根
拠
と
の
関
係
性
に
整
合
性
を
も
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
意
見
と
根
拠
の
関
係
の
妥
当
性
に
つ
い

て
吟
味
し
、
適
切
な
根
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
意
見
に
対
す
る
反
論
を
想
定
し
、
そ
れ
に
対
す
る

意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
説
得
力
が
増
す
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。 

  

三
、
生
徒
の
実
態 

 
 

生
徒
は
、
第
一
学
年
「
根
拠
を
示
し
て
説
明
し
よ
う 

資
料
を
引
用
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
」
に
お
い
て
、
説
得
力
の
あ
る

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
た
め
に
、
具
体
的
な
事
実
を
示
し
つ
つ
情
報
を
整
理
し
て
伝
え
る
こ
と
、
仮
説
を
立
て
て
情
報
を
収
集
し
、

複
数
の
情
報
を
比
較
し
た
り
結
び
付
け
た
り
し
な
が
ら
理
由
付
け
を
す
る
こ
と
を
学
習
し
て
い
る
。
こ
の
単
元
の
学
習
を
通
し

て
、
着
眼
点
を
明
確
に
し
て
調
査
を
し
、
調
査
の
結
果
か
ら
考
え
た
こ
と
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、

資
料
や
デ
ー
タ
を
適
切
に
引
用
し
て
確
か
な
根
拠
を
示
す
こ
と
で
、
説
得
力
を
高
め
、
よ
り
効
果
的
に
自
分
の
考
え
を
伝
え
ら

れ
る
こ
と
も
学
ん
で
き
た
。 

し
か
し
、
完
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
見
る
と
、
自
分
の
考
え
と
整
合
性
の
な
い
根
拠
を
取
り
上
げ
た
り
、
根
拠
が
資
料
や
デ
ー

タ
の
引
用
の
み
に
な
っ
て
、
根
拠
に
対
す
る
自
分
の
意
見
が
書
け
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
生
徒
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

仮
説
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報
を
収
集
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
根
拠
と
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報
を
用
い
て
、
ど
の
よ
う
に
書
く

と
説
得
力
が
高
ま
る
の
か
と
い
う
理
解
に
課
題
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
る
。 

 
 

そ
こ
で
、
本
単
元
で
は
、
説
得
力
を
高
め
る
た
め
に
、
意
見
と
根
拠
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
理
解
し
て
自
分
の
意
見
を
記

述
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
読
み
手
は
必
ず
し
も
自
分
と
同
じ
立
場
で
は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

自
分
の
意
見
を
明
確
に
伝
え
る
た
め
に
適
し
た
情
報
を
選
択
し
た
り
、
反
論
を
想
定
し
て
反
論
に
対
す
る
意
見
を
提
示
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。 

  

四
、「
生
き
て
は
た
ら
く
言
語
能
力
」
の
育
成
に
つ
い
て 

        
 

学
習
指
導
要
領
「
イ 

伝
え
た
い
こ
と
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
、
段
落
相
互
の
関
係
を
明
確
に
し
、
文
章
の
構
成

や
展
開
を
工
夫
す
る
こ
と
」
を
、「
意
見
と
根
拠
の
関
係
に
留
意
し
、
伝
え
た
い
こ
と
に
合
わ
せ
て
段
落
の
役
割
や
順
序
を
工

夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
具
体
化
し
た
。「
双
括
型
」
に
よ
る
構
成
法
の
よ
さ
を
理
解
し
た
上
で
、
自
分
の
意
見
に
合
わ
せ

て
根
拠
や
反
論
を
想
定
し
た
意
見
な
ど
の
展
開
を
検
討
し
て
い
く
。 

 
 

学
習
指
導
要
領
「
ウ 

根
拠
の
適
切
さ
を
考
え
て
説
明
や
具
体
例
を
加
え
た
り
、
表
現
の
効
果
を
考
え
て
描
写
し
た
り
す
る

な
ど
、
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
文
章
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
」
を
、
「
根
拠
が
意
見
を
支
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か

に
留
意
し
な
が
ら
、
根
拠
を
具
体
的
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
具
体
化
し
た
。
意
見
と
根
拠
を
つ
な
ぐ
考
え
を
明
確
に

し
た
り
、
根
拠
の
適
切
さ
を
吟
味
し
た
り
し
て
い
く
中
で
、
説
得
力
を
高
め
て
い
く
。 

 

中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
【
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
】「
Ｂ 

書
く
こ
と
」（
中
）
第
二
学
年
よ
り 

 

〇
イ 

伝
え
た
い
こ
と
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
、
段
落
相
互
の
関
係
を
明
確
に
し
、
文
章
の
構
成
や
展
開
を
工
夫

す
る
こ
と
。 

 

◎
ウ 

根
拠
の
適
切
さ
を
考
え
て
説
明
や
具
体
例
を
加
え
た
り
、
表
現
の
効
果
を
考
え
て
描
写
し
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
の

考
え
が
伝
わ
る
文
章
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
。 



五
、
研
究
に
関
わ
っ
て 

 
研
究
内
容
（
１
） 

指
導
計
画
の
工
夫 

①
指
導
計
画
と
評
価
計
画
を
組
み
合
わ
せ
た
単
元
構
想
表
の
作
成
と
活
用 

 
 
 

指
導
計
画
を
作
成
す
る
際
、
指
導
事
項
、
学
習
活
動
、
評
価
規
準
、
評
価
方
法
な
ど
を
一
つ
の
表
に
ま
と
め
て
単
元
構
想

表
を
作
成
し
た
。
単
元
構
想
表
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
指
導
事
項
が
明
確
に
な
る
と
同
時
に
、
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い

力
が
明
確
に
な
り
、
重
点
的
な
指
導
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
評
価
を
記
録
に
残
す
授
業
と
評
価
を
指
導
に
生

か
す
授
業
と
を
明
確
に
し
、
単
元
構
想
表
の
中
に
、
評
価
計
画
を
位
置
付
け
た
。
ど
ん
な
こ
と
を
評
価
し
、
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
か
が
明
確
に
な
り
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

②
生
徒
が
書
く
魅
力
や
必
然
性
を
感
じ
る
題
材
や
言
語
活
動
の
更
な
る
工
夫 

 
 

 

本
校
で
は
、
第
二
学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
、「
ふ
る
さ
と
郡
上
を
守
る
～
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た

人
々
の
営
み
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
自
己
の
生
き
方

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
た
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
会
活
動
と
し
て
、
地
域
で
の
あ
い
さ
つ
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
白
鳥
お
ど
り
の
活
性
化
に
向
け
た
地
域
貢
献
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
郡
上
市

で
は
、
例
年
十
一
月
に
「
青
少
年
の
作
文
」
を
募
集
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
学
校
生
活
や
地
域
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
郡
上
市
の
活
性
化
に
向
け
た
意
見
文
を
書
き
、「
郡
上
市
青
少
年

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
す
る
と
い
う
言
語
活
動
を
位
置
付
け
る
。 

ま
た
、
単
元
の
前
半
で
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
意
見
文
の
例
」
を
活
用
し
て
、「
学
習
の
窓
」
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
書
き
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
自
分
の
意
見
文
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
、
ど
の

学
校
で
も
、「
で
き
そ
う
だ
」
と
思
え
る
汎
用
性
の
あ
る
単
元
に
で
き
る
と
考
え
た
。 

  

研
究
内
容
（
２
） 

指
導
・
援
助
の
工
夫 

①
生
徒
が
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
獲
得
す
る
た
め
の
指
導
の
工
夫 

本
単
元
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
収
集
し
た
情
報
を
整
理
し
た
り
、
構
成
を
検
討
し
た
り
す
る
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
容
易
に
加
除
修
正
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
便
利
さ
が
生
徒
の
学
習
へ
の
抵

抗
感
を
和
ら
げ
て
い
る
。
加
え
て
、
思
考
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
思
考
の
過
程
を
可
視
化
し
て
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ど
の
子
に
と
っ
て
も
、
見
通
し
を
も
ち
な
が
ら
主
体
的
に
学
習
が
進
め
て
い
け
る
よ
さ

が
あ
る
と
考
え
る
。 

ま
た
、
単
位
時
間
ご
と
の
ね
ら
い
や
場
面
に
応
じ
て
、
学
習
形
態
を
工
夫
し
た
。
根
拠
が
適
切
で
あ
る
か
吟
味
す
る
活
動

で
は
、
同
じ
立
場
同
士
の
グ
ル
ー
プ
で
交
流
を
行
い
、
自
ら
の
主
張
を
交
え
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
仲
間
か
ら
ア
イ
デ

ア
を
得
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

 

②
「
ど
の
子
」
に
も
、
生
き
て
は
た
ら
く
言
語
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
手
立
て
の
工
夫 

 
 
 

本
単
元
は
、「
教
科
書
を
活
用
し
な
が
ら
書
き
方
を
学
ぶ
」
前
半
と
「
前
半
で
身
に
付
け
た
書
き
方
を
生
か
し
て
書
く
」

後
半
で
構
成
し
た
。
単
元
の
前
半
は
、
書
き
方
を
学
ぶ
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
編
」、
後
半
は
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
「
実
践

編
」
と
し
た
。
単
元
の
前
半
で
構
成
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
意
見
を
よ
り
明
確
に
伝
え
る
た
め
の
書
き
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

書
く
こ
と
を
苦
手
と
し
て
い
る
生
徒
が
苦
手
を
克
服
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
ど
の
子
も
自
分
の
意
見
を
支
え
る
根
拠
を
具

体
的
に
記
述
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
ま
た
、
単
元
の
後
半
に
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
「
実
践
編
」

を
位
置
付
け
た
。「
実
践
編
」
で
は
、
特
に
、
書
く
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
る
生
徒
が
自
分
の
得
意
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
た
。 

  

研
究
内
容
（
３
） 

評
価
の
工
夫 

 

①
単
元
や
単
位
時
間
の
終
末
に
お
け
る
自
己
の
高
ま
り
を
実
感
で
き
る
評
価
の
在
り
方 

 
 
 

単
位
時
間
の
終
末
で
は
振
り
返
り
の
時
間
を
設
け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
て
、「
自
分
」「
仲
間
」「
今
後
」
の
視
点

で
振
り
返
り
を
記
述
し
て
い
く
。
「
自
分
」
の
視
点
で
は
、
課
題
解
決
に
向
け
て
分
か
っ
た
こ
と
や
で
き
た
こ
と
、
「
仲
間
」

の
視
点
で
は
、
仲
間
と
の
関
わ
り
で
気
付
い
た
こ
と
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
こ
と
、「
今
後
」
の
視
点
で
は
、
今
後
の

学
習
に
生
か
し
て
い
き
た
い
こ
と
を
記
述
す
る
。
本
時
の
自
己
の
高
ま
り
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
今
後
「
こ
ん
な
こ
と
が

で
き
そ
う
だ
」「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
意
欲
を
も
た
せ
た
い
。
ま
た
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
に
単
位
時
間
ご

と
の
学
習
カ
ー
ド
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
生
徒
自
身
が
単
元
の
学
習
内
容
を
見
通
し
た
り
振
り
返
っ
た
り
し
な
が
ら
、
自
己

の
高
ま
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。 
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学年

２年

重点化 学　習　活　動 評価規準  ・ 評価方法　等 留意点　他 時 編

学
年

領
域

記
号

・本単元で身に付けたい資質・能力や学習の流れについて知る。
・「郡上市青少年の作文コンクール」の趣旨や応募方法等を知る。

・教科書の例題（コンビニエンスストアの２４時間営業）を使って学習の
　見通しをもつ。

◇〔知識・技能　⑴　オ〕
・双括型による構成や確かな根拠を挙げることに

　よって説得力が高まることを理解している。
【ノート】

（指）「郡上市青少年の作文コンクール」実施要項をもとに趣旨
　　や応募方法等を説明する。

（教）教科書の例題（コンビニエンスストアの２４時間営業）を使用
　　する。

①
②

・この単元で身に付けた力について「振り返りシート」に記入する。
・自己の変容を捉え，今後に生かそうとしている。

【振り返りの記述】
（指）単元全体を通しての振り返りを行う。 ⑨

〔主体的に学習に取り組む態度〕

・粘り強く根拠の適切さを考え，今までの学習を
　生かして自分の考えが伝わる意見文を書こうと

　している。

（評）個人追究や仲間との関わりの中で根拠を吟味する姿を
　　　評価する。 ⑦

実
践
編

本時

③

考えの形成，記述

◎
根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えた
り，表現の効果を考えて描写したりするな
ど，自分の考えが伝わる文章になるように工
夫すること。

※「評価規準  ・ 評価方法　等」の記号…〇記録に残す評価，◇指導に生かす評価　　　※「留意点　他」の記号…（指）指導に当たっての留意点，（評）評価に対しての留意点，（他）他の学習活動のアイデア，（教）教材・教具の工夫

20

500

1

521

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
編

実
践
編

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
編

(第２学年)　単元名：「根拠の適切さを考えて書こう」

指導者：郡上市立白鳥中学校　教諭　髙橋　雅人

⑨

⑧

⑥
⑦

④

⑤

（指）地域貢献活動や総合的な学習の時間の取組，社会科の
　　　地理分野における既習事項を想起させ，身近な話題から

　　　課題を決めるように助言する。
（教）岐阜県環境生活部統計課の「統計からみた郡上市の現
　　　状」や，郡上市の「統計の部屋」に掲載されている資料を

　　　用意する。

多様な考えができる事柄について意見を述べるなど，自分の考えを書く活動。
領域 記号

◇〔思考・判断・表現　B　ウ〕
・根拠の適切さを考えて反論想定を加え，自分

　の意見が伝わる文章にしている。
【練習シート】

（指）学習場面に応じて，３人グループや全体交流などの学習
　　　形態を工夫する。

（教）ロイロノートで書き方を示す補助シートを作成する。

◇〔思考・判断・表現　B　ア〕

・目的や意図に応じて，社会生活の中から題材
　を決定 し，材料を収集・整理している。
【情報収集シート】

〇〔思考・判断・表現　B　ウ〕

・意見と根拠につながりをもたせることで，自分
　の意見が明確に伝わる文章を記述している。
【意見文シート】

〇〔主体的に学習に取り組む態度〕
・粘り強く根拠の適切さを検討して記述している。
【観察，振り返りの記述】

・伝えたい内容に適している表現や構成になっているかを，自分自身と

　仲間との交流で確認し，推敲する。

・意見文を読み合い，根拠の適切さや説得力を高める工夫について，

　仲間と共有する。

〇〔思考・判断・表現　B　エ〕
・読み手の立場に立ち，意見と根拠の関係の

　妥当性を確認し，文章を整えている。
【意見文シート】

〇〔思考・判断・表現　B　オ〕
・意見と根拠の関係の妥当性の視点から文章

　のよい点や改善点を見出している。
【交流シート】

◇〔思考・判断・表現　B　イ〕

・伝えたいことが分かりやすく伝わるように，意見
　と根拠の関係を明確にし，文章の構成を検討
　している。

【構成シート】

・「地域活動に参加する中で考えたこと」の中から課題を決定する。
・課題に関する情報を収集し，情報を分類・整理する。

ア

言語活動

導入（学習への見通し）

Ｂ領域
言語活動例

指　導　事　項

Ｂ
領
域

２
年

（評）判断や評価の根拠が明確になっているかどうか，資料を

　　　適切に引用できているかを文章の内容から評価する。

（指）推敲シートを活用しながら確認する。

（評）ロイロノートを用いて，修正箇所から評価を行う。

（評）ワークシートへの記述内容を中心に評価する。

◎
・構成に沿い，根拠は自分の意見を支えるのに適切か，意見と根拠に

　つながりが あるかどうかを吟味しながら記述する。

(2)

まとめ（学習の振り返り）

関連する〔知識及び技能〕

(1)言葉の特徴や使い方に関する事項
(2)情報の扱い方に関する事項
(3)我が国の言語文化に関する事項

推敲

２
年

○〔知識・技能　⑴　オ〕
・「頭括型」「尾括型」「双括型」の構成法を理解

　している。
【まとめの記述】

（教）教科書の「意見文の例」を活用する。
（指）「頭括型」「尾括型」「双括型」の構成法を確認し，例文から

　　　「双括型」のよさを考えさせる。
オ

文や文章

単語の活用，助詞や助動詞などの働き，文の成分の順序や照応など文の構成に
ついて理解するとともに，話や文章の構成や展開について理解を深めること。

ア

情報と情報との関係

意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解すること。

①

（評）自分の意見を支える根拠を具体的に示しているか，確かな

　　　事実や事柄に基づいた根拠であるか，反論とそれに対する
　　　意見を示しているかを確認して評価する。

②
③

題材の設定，情報の収集，内容の検討

ア

イ

ウ

エ

オ

構成の検討

読み手の立場に立って，表現の効果などを確
かめて，文章を整えること。

表現の工夫とその効果などについて，読み手
からの助言などを踏まえ，自分の文章のよい
点や改善点を見いだすこと。

目的や意図に応じて，社会生活の中から題材
を決め，多様な方法で集めた材料を整理し，
伝えたいことを明確にすること。

伝えたいことが分かりやすく伝わるように，
段落相互の関係などを明確にし，文章の構成
や展開を工夫すること。

２年 (1)

２年

Ｂ
領
域

Ｂ
領
域

○〔知識・技能　⑵　ア〕

・意見と根拠の妥当性や，根拠の信頼性と客観
　性について理解している。
【意見文シート】

〇
・意見と根拠の関係に留意しながら説得力のある論理の展開を考えたり，
　引用する資料を検討したりしながら構成を考える。

（教）参考資料として，岐阜県環境生活部統計課の「統計から
　　　みた郡上市の現状」や，郡上市のホームページ「統計の
　　　部屋」を紹介する。

学びに向かう力，人間性等に関する評価
（主体的に学習に取り組む態度）

郡
上
市
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
意
見
文
を
書
き

、

「
郡
上
市
青
少
年
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル

」
に
応
募
し
よ
う

。

共有

２
年

Ｂ
領
域

Ｂ
領
域

２
年

根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えた
り，表現の効果を考えて描写したりするな
ど，自分の考えが伝わる文章になるように工
夫すること。

考えの形成，記述

２
年

２
年

Ｂ
領
域

ウ
・自分の説得力のある意見文にするために，反論とそれに対する意見を

　記述する。

赤いセルをいじくると、赤い彗星が、通常の３倍のスピードで

やってきます。
学年 1 32

言語活動例

領域

他ア

CBA

イ ウ 指導事項順

All Clear



六
、
本
時
の
ね
ら
い 

教
科
書
の
例
題
を
使
っ
て
、
自
分
の
根
拠
に
対
す
る
反
論
と
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
考
え
る
こ
と
で
、
説
得
力
の
あ
る
書

き
方
が
で
き
る
。 

 

七
、
本
時
の
展
開
（
三
／
九
） 

                                                 

導
入 

       

展
開 

                    

終
末 

 

◆
「
学
び
の
地
図
」
を
用
い
て
、
前
時
の
学
習
を
振
り
返
る
。 

・
自
分
の
意
見
を
最
初
と
最
後
に
示
す
と
分
か
り
や
す
い
。
＝
双
括
型 

・
意
見
を
支
え
る
適
切
な
根
拠
を
複
数
挙
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。 

・
信
頼
で
き
る
情
報
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

◆
意
見
文
の
例
を
参
考
に
し
て
、
説
得
力
を
高
め
る
工
夫
を
捉
え
る
。 

 

・
反
論
を
想
定
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
→

自
分
と
は
違
う
立
場
の
視
点
か
ら
も
考
え
て
い
る
。 

◆
課
題
を
つ
か
む
。 

   

◆
自
分
の
意
見
に
対
す
る
反
論
を
選
択
す
る
。 

 

〈
賛
成
意
見
に
対
す
る
反
論
の
例
〉 

 
 

・
郡
上
市
は
人
手
不
足
だ
か
ら
、
夜
中
の
営
業
は
困
難
だ
。 

・
高
齢
者
が
多
く
、
夜
中
の
利
用
者
が
少
な
い
た
め
不
必
要
だ
。 

 
 

・
近
所
へ
の
騒
音
、
照
明
問
題
に
繋
が
る
た
め
控
え
て
ほ
し
い
。 

 

〈
反
対
意
見
に
対
す
る
反
論
の
例
〉 

 
 

・
深
夜
や
早
朝
に
活
動
す
る
人
も
い
る
た
め
営
業
し
て
ほ
し
い
。 

 
 

・
緊
急
時
の
備
え
に
な
る
た
め
営
業
す
べ
き
だ
。 

 
 

・「
白
鳥
お
ど
り
」
、「
ス
キ
ー
場
の
営
業
」
な
ど
夜
の
観
光
も
多
い
。 

◆
反
論
に
対
す
る
意
見
を
考
え
る
。 

           

◆
同
じ
立
場
の
三
人
グ
ル
ー
プ
で
交
流
し
、
反
論
に
対
す
る
意
見
が
適
切 

で
あ
る
か
考
え
る
。 

〈
視
点
〉
反
論
に
対
し
、
納
得
で
き
る
解
決
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
か
。 

・
働
き
手
が
少
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
白
峰
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
た

無
人
販
売
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
い
う
解
決
方
法
が
示
さ
れ
て

い
て
、
納
得
で
き
た
。 

・
利
用
者
が
少
な
い
と
い
う
反
論
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
コ
ン
ビ
ニ 

を
運
営
す
る
と
い
う
主
張
は
論
点
が
ず
れ
て
い
る
と
思
う
。 

◆
全
体
で
取
り
上
げ
た
生
徒
の
変
容
を
確
認
し
、
ま
と
め
る
。 

   

◆
振
り
返
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
。 

 

学
習
活
動 

・
前
時
の
振
り
返
り
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、「
双
括
型
」

に
よ
る
構
成
や
、
複
数
の

根
拠
を
挙
げ
る
こ
と
よ
っ

て
、
説
得
力
が
高
ま
る
こ

と
を
押
さ
え
る
。 

 

・
説
得
力
を
高
め
る
方
法
が

さ
ら
に
な
い
か
を
考
え
る

た
め
に
、
反
論
と
そ
れ
に

対
す
る
意
見
が
付
け
加
え

ら
れ
て
い
る
モ
デ
ル
文
を

提
示
す
る
。 

 

・
モ
デ
ル
文
を
使
っ
て
反
論

想
定
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
付
か
せ
、
本
時
の
意

識
付
け
を
行
う
。 

 

・
生
徒
の
前
時
ま
で
の
記
述

を
も
と
に
反
論
の
例
を
提

示
し
、
生
徒
が
そ
の
中
の

一
つ
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
す
る
。 

 

・
反
論
想
定
を
提
示
す
る
と

き
は
、「
た
し
か
に
」
や
「
も

ち
ろ
ん
」
、
「
～
と
い
う
意

見
も
あ
る
」
、
「
～
か
も
し

れ
な
い
」
な
ど
の
表
現
が

活
用
で
き
る
こ
と
を
提
示

す
る
。 

 

・〈
交
流
の
仕
方
〉 

ま
ず
、
書
き
手
が
そ
の
反

論
を
選
択
し
た
意
図
を

話
す
。
次
に
、
読
み
手
が

視
点
に
沿
っ
て
気
付
い

た
こ
と
を
伝
え
る
。 

 

・
反
論
想
定
を
付
け
加
え
る

こ
と
で
、
異
な
る
立
場
の

人
に
対
し
て
も
、
説
得
力

が
増
す
意
見
に
な
る
こ
と

を
押
さ
え
る
。 

 

・「
自
分
」
、「
仲
間
」
、「
今
後
」

の
三
つ
の
視
点
で
振
り
返

る
こ
と
で
、
自
己
の
変
容

を
捉
え
た
り
、
今
後
の
主

体
的
な
学
習
を
促
し
た
り

す
る
こ
と
を
ね
ら
う
。 

教
師
の
働
き
か
け
・
指
導
・
援
助 

 

研
究
に
関
わ
っ
て 

 

●
研
究
内
容
⑴
② 

生
徒
が
総
合
的
な
学
習
や
生

徒
会
活
動
を
通
し
て
経
験
し
た

こ
と
や
そ
こ
か
ら
考
え
た
こ
と

を
生
か
し
て
、
意
欲
に
繋
げ
て

い
き
た
い
。 

●
研
究
内
容
⑶
① 

小
集
団
で
の
交
流
に
よ
っ

て
、
反
論
と
そ
れ
に
対
し
て
納

得
で
き
る
意
見
が
書
け
て
い
る

か
を
評
価
し
、
学
び
を
実
感
で

き
る
場
を
設
け
る
。 

終
末
に
自
己
を
振
り
返
る
時

間
を
設
け
る
。
本
時
で
気
付
い

た
こ
と
や
で
き
た
こ
と
、
仲
間

と
関
わ
る
中
で
の
自
己
の
変

容
、
今
後
に
生
か
し
た
い
こ
と

を
記
入
し
、
次
時
へ
の
意
欲
を

高
め
た
い
。 

評
価
規
準
【
思
・
判
・
表
Ｂ
（
ウ
）】 

 

根
拠
の
適
切
さ
を
考
え
て

反
論
想
定
を
加
え
、
自
分
の
意

見
が
伝
わ
る
文
章
に
し
て
い

る
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
） 

よ
り
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
に
す
る
た
め
に
、
反
論
に
対
す
る

意
見
を
書
こ
う
。 

●
研
究
内
容
⑵
① 

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
、
加
除
修
正
が
行
い
や
す
い

学
習
方
法
で
行
う
。
生
徒
の
抵

抗
感
を
減
ら
し
取
り
組
み
や
す

い
よ
う
に
す
る
。
学
習
シ
ー
ト

を
用
意
し
、
苦
手
な
生
徒
の
手

掛
か
り
に
し
て
い
き
た
い
。 

こ
の
考
え
に
対
し
て
、
郡
上
市
は
人
手
不
足
で
働
く
人
が
い

な
い
た
め
、
二
十
四
時
間
営
業
は
困
難
だ
と
い
う
意
見
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
石
川
県
白
山
市
白
峰
地
区
で
見
た
無

人
販
売
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
人
手
不
足
が
解
消
で

き
る
と
考
え
る
。 

し
か
し
、
夜
中
の
緊
急
時
の
た
め
に
二
十
四
時
間
営
業
を
行

う
べ
き
だ
と
主
張
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
も
緊
急
時
に
利
用
す
る
だ
け
で
あ
り
、
日
常
的
に
利

用
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
緊
急
時
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
用
意
を

し
て
お
け
ば
解
決
で
き
る
と
考
え
る
。 

反
論
に
対
す
る
解
決
方
法
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
意
見
文
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
○
○

さ
ん
は
、
人
手
不
足
だ
と
い
う
反
論
に
対
し
て
、
無
人
販
売
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
。
的
確
な
解
決
方
法

で
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ
た
。
実
際
に
郡
上
市
に
対
す
る
意
見
文

を
書
く
と
き
も
、
反
論
と
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
付
け
加
え
る

こ
と
で
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
に
し
て
い
き
た
い
。 

反
論
と
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
説

得
力
の
あ
る
意
見
文
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

●
研
究
内
容
⑴
① 

単
元
構
想
表
に
基
づ
い
て
、

生
徒
に
付
け
た
い
力
を
明
確
に

し
て
指
導
を
行
う
。
本
時
で
は

反
論
に
対
す
る
意
見
を
記
述
す

る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
。 

 

生
徒
自
身
も
学
習
の
見
通
し

を
も
て
る
よ
う
に
、「
学
び
の
地

図
」
を
活
用
し
て
学
習
し
て
い

く
。 

●
研
究
内
容
⑵
② 

 

「
実
践
編
」
で
よ
り
意
見
に
説

得
力
の
あ
る
文
章
を
書
く
た
め

に
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
編
」
を
位
置

付
け
た
。
書
く
こ
と
が
苦
手
な

生
徒
が
確
か
な
力
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

反
復
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に

設
定
す
る
。 


